
　
工
業
用
ヒ
ー
タ
ー
は
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
換
し
て
、
そ
の
熱
を
利
用
し
加
熱
、
乾
燥
、
溶
解
、
焼
成
、

殺
菌
な
ど
を
行
う
モ
ノ
づ
く
り
に
不
可
欠
な
装
置
で
あ
る
。
実

際
に
火
を
使
用
す
る
燃
焼
と
異
な
り
、
騒
音
や
排
ガ
ス
を
発
生

し
な
い
た
め
、
ク
リ
ー
ン
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
が
少
な
く
加
熱

温
度
制
御
が
容
易
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
。
塗
装
や
印
刷
の
乾

燥
、
焼
き
付
け
、
ハ
ン
ダ
の
溶
解
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
成
形

時
の
加
熱
、
食
品
加
工
の
殺
菌
な
ど
幅
広
い
産
業
分
野
で
活
用

さ
れ
て
い
る
。
生
産
性
の
効
率
の
向
上
、
工
業
用
ヒ
ー
タ
ー
の

耐
久
性
を
高
め
る
べ
く
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
応
じ
た
仕
様
に

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
設
計
・
製
造
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

ヒ
ー
タ
ー
導
入
の
際
は
専
門
家
に
相
談
し
て
、
円
滑
に
進
め
た

い
と
こ
ろ
だ
。

工業用ヒーターニーズと用途に適切に応える
幅
広
い
分
野
で
活
用
効
率
・
耐
久
性
向
上
へ

加
熱
方
式
の
種
類

さ
ま
ざ
ま
な
用
途

注
目
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
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ヒ
ー
タ
ー
は
ガ
ス
や
オ
イ

ル
、
木
炭
な
ど
、
火
を
熱
源

に
す
る
燃
焼
加
熱
方
式
と
、

電
気
加
熱
に
分
類
さ
れ
る
。

電
気
加
熱
に
は

燃
焼
加
熱

に
比
べ
て
高
熱
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る

酸
素
を

必
要
と
し
な
い
の
で
真
空
空

間
で
も
加
熱
で
き
る

温
度

制
御
が
容
易
で
あ
る

燃
焼

物
が
な
い
た
め
、
硫
黄
酸
化

物
や
窒
素
酸
化
物
な
ど
の
大

気
汚
染
物
質
を
発
生
さ
せ
な

い

部
分
加
熱
が
可
能
で
あ

る

火
災
発
生
の
危
険
性
が

低
い
―
な
ど
、
多
く
の
利
点

が
あ
り
、
産
業
用
に
多
く
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　
電
気
加
熱
方
式
に
は
抵
抗

加
熱
、
電
赤
外
加
熱
、
ア
ー

ク
加
熱
、
プ
ラ
ズ
マ
加
熱
な

ど
の
直
接
ジ
ュ
ー
ル
熱
を
利

用
し
た
方
法
と
、
電
磁
誘
導

作
用
を
利
用
し
た
誘
導
加

熱
、
電
磁
波
を
利
用
し
た
高

周
波
誘
電
加
熱
、
マ
イ
ク
ロ

波
加
熱
な
ど
、
種
類
は
さ
ま

ざ
ま
だ
。
ま
た
前
述
と
は
別

に
、
電
気
加
熱
で
は
な
く
地

熱
や
空
気
熱
を
利
用
し
た
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど
も
、
工
業

用
と
し
て
出
荷
台
数
を
伸
ば

し
て
い
る
。
利
用
者
は
そ
の

目
的
に
応
じ
た
使
い
分
け
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
抵
抗
加
熱
と
は
ド
ラ
イ
ヤ

ー
や
電
気
毛
布
な
ど
、
発
熱

体
に
電
気
を
流
し
、
発
生
す

る
熱
を
利
用
す
る
方
法
。
熱

効
率
が
高
く
、
高
精
度
の
温

度
管
理
が
可
能
だ
。
発
熱
体

の
種
類
が
豊
富
な
た
め
、
低

中
温
度
か
ら
３
０
０
０
度
Ｃ

の
超
高
温
度
ま
で
発
生
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
抵
抗
発

熱
体
に
使
わ
れ
る
素
材
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
鉄
・
ク
ロ
ム
・

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
系
や
、
よ
り

高
温
を
発
生
さ
せ
る
白
金
、

モ
リ
ブ
デ
ン
、
タ
ン
タ
ル
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
な
ど
の
高
価

格
素
材
も
使
用
さ
れ
る
。
抵

抗
加
熱
で
、
特
に
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
シ
ー
ズ
ヒ
ー
タ

ー
。
金
属
パ
イ
プ
シ
ー
ズ

で
高
絶
縁
粉
末
や
発
熱
体
を

保
護
し
た
製
品
だ
。
高
温
多

湿
下
や
衝
撃
に
も
強
い
の

で
、
液
体
加
熱
や
薬
品
、
空

気
や
ガ
ス
な
ど
の
気
体
加
熱

な
ど
幅
広
く
使
用
で
き
る
。

　
一
方
、
電
赤
外
加
熱
は
赤

外
線
放
射
に
よ
っ
て
熱
を
伝

え
る
仕
組
み
だ
。
非
接
触
で

熱
を
物
質
に
伝
え
る
の
で
、

空
気
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で

対
象
物
へ
均
一
に
熱
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
暖
房
器

具
の
一
つ
、
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン

プ
な
ど
が
電
赤
外
加
熱
器
具

と
し
て
一
般
家
庭
で
は
よ
く

使
用
さ
れ
る
。
使
用
電
力
の

―

％
を
赤
外
線
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
換
す
る
た
め
、
高

効
率
で
あ
り
、
ま
た
電
源
を

入
れ
る
と
同
時
に
赤
外
線
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
１
０
０
％
近
く

ま
で
上
昇
す
る
の
で
、
時
間

の
ロ
ス
が
な
い
。
工
業
用
で

は
塗
装
面
の
焼
き
付
け
や
乾

燥
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
加

工
な
ど
に
威
力
を
発
揮
す

る
。

　
ア
ー
ク
加
熱
や
プ
ラ
ズ
マ

加
熱
は
、
電
極
間
に
電
圧
を

加
え
る
と
発
生
す
る
放
電
を

利
用
し
た
加
熱
方
法
。
最
大

の
特
徴
は
５
０
０
０
度
Ｃ
以

上
の
高
熱
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
点
だ
。
高
級
合

金
鋼
や
高
融
点
金
属
の
加

工
、
鉱
石
の
精
錬
な
ど
の
現

場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
誘
導
加
熱
は
、
電
磁
誘
導

作
用
を
利
用
し
た
加
熱
方
法

だ
。
交
流
電
源
に
接
続
さ
れ

た
コ
イ
ル
の
中
に
円
柱
状
に

金
属
を
挿
入
す
る
と
、
コ
イ

ル
と
金
属
は
非
接
触
な
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
金
属
か
ら

熱
を
発
生
す
る

原
理
を
応
用
し

て
い
る
。
局
部

加
熱
や
省
電
力

性
に
優
れ
て
い

る
の
で
、
家
庭

の
Ｉ
Ｈ
調
理
器

な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
。

　
電
磁
波
を
利

用
し
た
高
周
波

誘
電
加
熱
は
、

高
周
波
交
流
電

界
の
中
に
被
加

熱
物
を
置
き
、

電
磁
波
の
作
用

に
よ
っ
て
加
熱

す
る
方
法
。
使

用
す
る
電
磁
波

の
周
波
数
が
４

―

程

度
の
も
の
を

「
高
周
波
加

熱
」
、
２
４
５

０

ま
で
の

周
波
数
を
使
用

し
た
加
熱
を

「
マ
イ
ク
ロ
波

加
熱
」
と
し
て

区
別
し
て
い

る
。
被
加
熱
物

体
に
非
接
触
で

加
熱
が
可
能
な

の
で
、
真
空
空

間
や
袋
の
中
に

あ
る
物
体
も
加
熱
が
可
能
。

一
般
家
庭
で
は
電
子
レ
ン
ジ

な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
加

熱
方
法
だ
。
　

　
ま
た
最
近
は
省
エ
ネ
対
策

と
し
て
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
機
器
の
起

動
時
に
は
電
気
を
使
用
す
る

が
、
熱
源
は
水
や
空
気
、
ま

だ
温
か
い
排
水
や
地
熱
、
太

陽
熱
な
ど
を
利
用
す
る
た

め
、
非
常
に
環
境
性
に
優
れ

て
い
る
。
構
造
内
に
あ
る
配

管
に
は
低
温
蒸
発
す
る
冷
媒

が
通
っ
て
お
り
、
熱
源
を
利

用
し
て
冷
媒
を
蒸
発
・
冷
却

す
る
こ
と
で
空
気
の
加
熱
や

冷
却
を
行
う
。
工
業
用
で
は

蒸
気
を
使
用
し
た
ボ
イ
ラ
な

ど
が
加
熱
シ
ー
ン
で
使
用
さ

れ
て
い
た
が
、
蒸
気
は
電
気

と
異
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス

が
高
く
、
ボ
イ
ラ
に
変
わ
る

新
製
品
と
し
て
の
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　
工
業
用
ヒ
ー
タ
ー
に
は
こ

こ
ま
で
述
べ
て
き
た
以
外
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
熱
方
法

が
存
在
す
る
た
め
、
ど
う
い

っ
た
目
的
で
使
用
す
る
の
か

を
見
極
め
た
上
で
、
各
メ
ー

カ
ー
に
相
談
し
て
、
導
入
を

検
討
す
る
の
が
大
切
で
あ

る
。
工
場
の
生
産
設
備
や
装

置
、
機
械
な
ど
円
滑
な
稼
働

条
件
に
「
熱
」
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
工
業
用
ヒ
ー
タ
ー
は

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
は
確
実
だ
ろ
う
。


